
はじめに

本稿では犬、猫、馬などの動物と鳥に関わ
ることわざのもじりを取り上げる。日本語に
も、猫に関しては「猫に鰹節」、「猫に紙袋
（かんぶくろ）」、「猫に小判」、「猫の手も借り
たい」、「猫を被る」などの表現がある。犬に

関しては、「犬が西向きゃ尾は東」、「犬猿の
仲」、「犬の遠吠え」、「犬も歩けば棒に当た
る」などがある。馬に関しては、「馬には
乗ってみよ、人には添うてみよ」、「馬耳東
風」、「馬の耳に念仏」などがある。
しかし、英語のことわざに登場する動物、

鳥に対応する日本語の動物名、鳥名を用いて
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CatsandDogs－ことわざのもじり（３）－

豊田 一男＊

CatsandDogs－ParodiesofProverbsConcerning
AnimalsandBirds－

TOYODAKazuo＊

Introduction

Thisisacollectionofparodiesandjokesbasedonproverbsconcerninganimalsandbirds.There

arealargenumberofproverbsconcerninganimalsandbirdsinEnglish.

Inthispaperthepresentwritertakesupthefollowingproverbsthatarefrequentlyparodiedor

punned.:

・Acathasninelives.
・Abarkingdogneverbites.
・Everydoghashisday.
・Adogisman’sbestfriend.
・Don’tputthecartbeforethehorse.
・Youcanleadahorseto(the)waterbutyoucan’tmakehimdrink.
・Don’tchangehorsesinmid-stream.
・Don’tcountyourchickensbeforetheyarehatched.
・Theearlybirdcatchestheworm.
・Abirdinthehandisworthtwointhebush.
・Oneswallowdoesnotmakeasummer.
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英語のことわざと同じ意味内容になる日本語
のことわざはなさそうである。例えば、「猫
に小判」に相当する英語のことわざは”Do
notcast［throw］pearlsbeforeswine.（豚の前
に真珠をなげるな）であるが動物は「猫」は
「豚」、「小判」は「真珠」に入れ替わってお
り、そのイメージもかなり異なっていること
がわかる。
本稿では今までに集まった上記のことわざ

のもじりを取り上げることにする。

［１］Acathasninelives.
（猫には命が九つある）
RonaldRidout&CliffordWitting（１９６７）に

はこのことわざに関して次の記述がある。

Thisisanotherwayofsayingthatacatis

muchmorelikelytoescapedeaththanare

mostanimals.Itistoowilyandagiletobe

takenbysurprise,andevenwhenitfallsitman-

agestocomedownonitsfeet,whicharesuffi-

cientlypaddedtobreaktheshock.

Theproverbisusedratherlooselyinsuch

contextas:

‘She’shadsomanyaccidentswithher

newcarthatIwondershe’snotbeenkilled.’

‘Acathasninelives.’

Wherethereisanyplayonword‘cat’in

thesenseof‘spitefulwoman’dependsonthe

feelingsofthespeaker!

梅棹忠夫・金田一春彦他編（１９８９）には「猫
に九生あり」として「猫は執念深く、なかな
か死なないことにいう」とある。はたしてこ
のことわざが日本語として通用しているのか
は疑問である。

（１）Acathasalsohasninewives.（猫には九
匹の妻もいる）
Focus:lives［laivz］⇔wives［waivz］の

しゃれ。
（２）Customer:Iwanttobuyagoodrevolver.

Gunsmith:Howaboutasix-shooter?

Customer:Canyoumakeitanine-shoot-

er?It’sforthecatnextdoor.

（客と銃砲店主の対話：「いいピストルが
ほしいのだが」「６連発銃はどうですか」
「９連発にしてくれないか。隣の猫に使
うんで」）
Focus:九つの命を持つ猫を撃つのに６
連発銃では足りない。

（３）“Whathasmorelivesthanacat?”
“Afrog.Itcroakseverynight.”

「猫より命の多いものは何か」「カエル。
カエルはのべつゲロゲロ鳴く」）
Focus:croak［（カ エ ル が）鳴 く］と

「（（俗））くたばる」のしゃれ。カエルは
毎晩死ぬことが出来るほど多くの命を
持っているということ。

（４）“Ihaveninelives,”saidthekitten.
（「私って命が九つあるの」と子猫が言っ
た。）
Focus:子猫のせりふであるところが笑
いを誘う。

（５）Joel:IfeelI’mgoingtolivealonglife.
Alec:Theysayacadhasninelives.

（「長生きしそうな気がするよ」「下品な
男は命が九つあるそうだ」）
Focus:cad［kæd］（育ちの悪い男）⇔cat

［kæt］のしゃれ。
（６）Oneofthestrikingdifferencesbetweena

catandalieisthatacathasonlynine

lives.（MarkTwain）
（猫と嘘の目立つ違いのひとつは猫には
命が九つしかないことだ。）
Focus:lives［laivs］⇔lies［laiz］のしゃ
れ。
日本語には「嘘八百」という表現がある
ことを思い出させてくれる。

（７）Psychiatrist:Whendidyoufirstnoticeyou
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wereacat?

Mrs.Huggson:Oh,inaboutmyfifthor

sixthlife.

（精神科医「ハグソンさん、ご自分が猫
だと最初に気づかれたのはいつですか」
「５つ目か６つ目の命の時ですわ」）
cf.Huggsonはhug（one’s）son（息子を抱
きしめる）を思わせる。

（８）PlutarchwasaGreekbiographerwhohad
mademorelivesthanacat.

（プルタークは猫より多い命を作ったギ
リシャの伝記作家であった。）
Focus:livesの「命、生命」⇔「伝記」の
しゃれ。

［２］Abarkingdogneverbites.
（吠える犬は噛まない）
Whenadogbarksatyou,thisdoesnot

necessarilymeanthatheintendstobiteyou.

Hemaybejustexcitedorfrightenedofyou.

Theproverbmeansthatamanwhoutters

threatsinaloudvoice,orisgiventonoisy

boasting,neednotbetakenseriously.（Ridout
&Witting（１９６７））

（１）（Dogbarks）
“Don’tbeafraid—abarkingdognever
bites.”

“Youmean,heneverbiteswhilehe’s

barking.”

（（犬が吠える）「怖がることはないよ。
吠える犬は決して噛みつかないんだ」
「吠えている時は噛みつかないというこ
とか」）

（２）Boss:Comerightonin,Dick.Hewon’t
hurtyou.Youknowabarkingdognever

bites.”

Dick:Sure,boss.Iknowthat.ButIdon’t

knowhowsoonhe’sgoingtostopbarking.

（「どんどん入りたまえ、ディック。君を

傷つけたりしないよ。吠える犬は噛みつ
かないことくらい知っているだろう」
「確かに知っていますよ。しかしいつ吠
えるのをやめるかわかったものじゃあり
ません」）

（３）“Don’tbeafraidofthedog,”saidthelady
toyoungFreddie.“Youknowtheproverb,

‘Abarkingdogneverbites.’”

“Yes,”repliedyoungFreddie.“Youknow

theproverb.Iknowtheproverb.Butdoes

yourdogknowtheproverb?”

（「犬を怖がっちゃだめよ」と婦人は幼い
フレディーに言った。「吠える犬は噛ま
ないっていうことわざを知ってるでしょ
う」「「知ってるよ。おばさんはそのこと
わざを知ってるし、ぼくも知ってるさ。
でも、おばさんの犬はそのことわざを
知ってるの」

（４）Bitingdogsdon’tbark.（LeoRosten）
（食いついている犬は吠えない。）
Focus:barkとbiteの位置転換による
しゃれ。食いつきながら吠えることはで
きない。

［３］Everydoghashisday.
（どの犬にもいい時がある）
Goodfortunecomesoncetoallofus.IfI

amluckytoday,yourturnwillcomelateron;

or,alternatively,don’tbetooboastful,forto-

morrowourpositionsmaybereversed.（.（Ri-
dout&Witting（１９６７）））

（１）Everydoghashisday,butonlyadogwith
abrokentailhasaweakend.

（どの犬にも良い日がある、しかししっ
ぽの切れた犬にだけ弱い先端がある。）
Focus:weakend（弱い先端）⇔weekend

（週末）のしゃれ
（２）Everydogmamusthaveitsday.

（どんな教義にも良い時があるはずだ。）
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Focus:dog［d質捨］⇔ dogma［d実捨m耳］の
語尾音追加のしゃれ
cf.dogma>dog’sma（=mama）「犬のお母
ちゃんにもいい時があるはずだ」の意味
にも取れる。

［４］Adogisman’sbestfriend.
（犬は人間の最良の友である）

「犬は家畜化されて、人間という‘主人’に
仕える“従僕’になった。人間に服従する犬
は、人間にとって時には友以上の存在であ
る。」（戸田（２００３））
（１）Ifman’sbestfriendisadog,hisworstisa

dogma.（LeoRosten）
（人間の最良の友が犬なら、最悪の友は
教義である。）
Focus:dogma（教義）と dog<dog’sma

（=mama）のしゃれ cf.［３］-（２）
（２）Theysaythedogisman’sbestfriend.I

don’tbelievethat.How manyofyour

friendshaveyouneutered?（LarryReeb）
犬は人間の最良の友と言うが、私はそれ
を信じない。今まで友だちの何匹を去勢
したというのだ。）

（３）Diamondsareagirl’sbestfriends.（ダイヤ
モンドは女性の最良の友）
アメリカ映画『紳士は金髪がお好き』
（GentlemenPreferBlondes,１９５３）の中で
歌われたヒットソングの曲名。（戸田

（２００３））

［５］Don’tputthecartbeforethehorse.
（荷車を馬の前に付けるな）

「順序を間違うな」「本末転倒するな」の意
味のことわざ。Ridout&Witting（１９６７）には
次の例示がある。
Toinviteallyourrelativesandfriendsto

yourweddingbeforeyouhavearrangedthings

withthevicaristoputthecartbeforethe

horse.

（１）Theproblem withstudentswhofallin
lovewiththeirteachersisthattheyput

theheartbeforethecourse.

（先生に恋をする学生の問題は授業より
恋心を優先することである。）
Focus:heart［h治:rt］⇔ cart［k治:rt］の
しゃれ

（２）Aprettyco-edinformedoneofherprofes-
sorsthatshehadbarelymissedthedean’s

list.Beguilinghim withhercharm she

beggedhimtoraisehergradejustenough

forhertomakeit.Heexpressedhissym-

pathy,butadded:”IwishIcould,butI

can’t.Thatwouldbeputtingtheheartbe-

forethecourse.”

（可愛い女子大生が教授のひとりに学部
長の卒業予定者名簿から危うく洩れそう
になっていると告げた。彼を自分の魅力
であざむこうと、何とか点数をパスでき
るだけに上げてくれと頼んだ。彼は同情
を示したが、こう付け加えた。「できれ
ばそうしてあげたいができない相談だ。
そんなことをしたら授業より気持ちを優
先するようなものだからね」）
Focus:heart［h治:rt］⇔ cart［k治:rt］、
course［k質:rs］⇔horse［h質:rs］のしゃ
れ

（３）Agirlquitcollegetogetmarried,saying
thatshewasputtingherheartbeforethe

course.

（ある女子学生、結婚するために大学を
やめていわく「授業より心を優先するの
よ」。）
Focus:heart［h治:rt］⇔ cart［k治:rt］、
course［k質:rs］⇔horse［h質:rs］のしゃ
れ

（４）Athrice-marriedphilosophyprofessoris
saidtohaveputdivorcebeforeDescartes.

（３度結婚した哲学の教授はデカルトよ
り離婚を優先したと言われている。）
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Focus:divorce［div実:rs］ ⇔ thehorse

［ð耳h質:rs］、 the cart［ð耳k治:rt］ ⇔
Descartes［deik爾:rt］のしゃれ

（５）Ajockeywhoatetoomuchgottooheavy
forriding—acaseofputtingalacartebe-
forethehorse.

（食いすぎた競馬の騎手は重くなりすぎ
て馬に乗れなくなった－馬よりアラカル
トを優先した事例である。）
Focus:alacarte［à:l治:k爾:rt］⇔ thecart

［ð耳k治:rt］のしゃれ
（６）WhenamaninJapanhastochoosebe-

tweenfishingandfarming,heusuallyput

thecarpbeforethehorse.

（日本の男が漁業と農業のいずれかを選
ばねばならないとき、ふつう馬より鯉を
優先する。）
Focus:carp［k治:rp］⇔cart［k治:rt］のしゃ
れ

（７）Thesedays,peoplewhodrinkbeforethey
driveareputtingthequartbeforethe

hearse.

（最近、運転前に酒を飲む人は霊柩車よ
り１リットルの酒を優先していることに
なる。）
Focus:quart［kw質:rt］⇔ cart［k治:rt］、
hearse［h耳:rs］⇔horse［h質:rs］のしゃ
れ

（８）IamthereforeIthink.IsthisputtingDes-
cartesbeforethehorse?

（我在り故に我思う。これはデカルトを
馬の前につなぐことか？）
Focus:Descartes［deik治:rt］⇔ thecart

［ð耳k治:rt］のしゃれ

［６］Youcanleadahorseto(the)water
butyoucan’tmakehimdrink.

（馬を水際まで連れて行けても水を飲ま
せることはできない）

「自ら進んでやろうとする気のない者には

周りの人がどんなにやらせようとしてもどう
にもならない」（戸田（２００３））の意味のこと
わざ。
（１）Youcanleadaskunktowater,butyou

can’tforcehimtostink!

（スカンクを水際まで連れて行けても悪
臭を出させることはできない。）
Focus:stink［sti赦k］⇔drink［dri赦k］の
しゃれ

（２）Youcanleadayoungpersontocollege,
butyoucan’tmakehimthink.

（若者を大学まで連れて行けても考えさ
せることはできない。）
Focus:think［煮i赦k］⇔ drink［dri赦k］の
しゃれ

（３）YoucanleadamantoCongressbutyou
can’tmakehimthink.

（人を議会まで連れて行けても彼に考え
させることはできない。）
Focus:think［煮i赦k］⇔ drink［dri赦k］の
しゃれ

（４）Youcanleadaboytowater...butyoucan’t
makehimwashhisneck.

（少年を水際まで連れて行けても、首を
洗わせることはできない。）
Focus:男の子というものは不潔を厭わ
ないということ。

（５）Youcanleadahippietowaterbutyoucan-
notmakehimbathe.

（ヒッピーを水際まで連れて行けても水
浴びさせることはできない。）
Focus:ヒッピーは不潔だということ。

（６）“Myunclehasalotofhorsesense.”
“I’llsayhehas.Youcanleadhimtowater

butyoucan’tmakehimdrink.”

（「叔父さんはとても良識があるんだ」
「それは言える。水際まで連れて行けて
も水を飲ませることはできないよ」
Focus:horsesense「良識」⇔「馬の感覚」
のしゃれ。

豊田一男：CatsandDogs－ことわざのもじり（３）－

―６９―



（７）Youcanleadawitnesstothestandbut
youcannotmakehimremember.

（目撃者を証人台まで連れて行けても思
い出させることはできない。）

［７］Don’tchangehorsesinmid-stream.
（川の真ん中で馬を換えるな）

「危険や危機的状況を脱するまでは指導者、
方針、制度などを換えてはいけない。大事な
場面や重大な局面ではどんな変更も事態を悪
化させるだけである」（戸田（２００３））の意味
のことわざ。cf.（３）

（１）Don’tswaphorsesinthemiddleofa
stream,anddon’tchangediapersinthe

middleofastream,either.

（川の真ん中で馬を換えるな、そして流
れの真ん中でおむつを替えてもいけな
い。）
Focus:おしっこの最中におむつを取り
替えるなということ。

（２）Oneofthefirstthingsyoulearnfroma
babyisthatyoushouldneverchangenap-

piesinmid-stream.

（赤ん坊から先ず最初に学ぶことのひと
つは流れの真ん中でおむつを替えるなと
いうことだ。）

（３）In１８６４,attheheightoftheAmerican
CivilWar,thereweredemandsfora

changeinthepresidency.Thethenpresi-

dent,Abraham Lincoln,repliedtohis

critics:‘Ihavenotpermittedmyself,gen-

tlemen,toconcludethatIam thebest

maninthecountry;butI’mremindedin

thisconnexionofastoryofanoldDutch

farmer,whoremarkedtoacompanionthat

itwasnotbesttoswaphorseswhencross-

ingastream.’

（Ridout&Witting（１９６７））
（１８６４年アメリカ南北戦争の最中、大統
領を替えろという要求が起こった。時の

大統領リンカンは批判者にこう答えた。
「皆さん、私は自分がこの国で最も優れ
た人間だと結論づけるつもりはありませ
ん。しかし、このことに関して、あるオ
ランダの農夫の話を思い出します。彼は
仲間に流れを渡っているとき馬を替える
のは得策ではないと言ったのです。」

［８］Don’tcountyourchickens before
theyarehatched.
（卵が孵る前に雛を数えるな）

「取らぬ狸の皮算用」に当たることわざ。
Ridout&Witting（１９６７）には次の例示があ

る。

MrSmithhopestobemademanagerbe-

foretheendoftheyearandhavehissalary

greatlyincreased.Hestartedplacingordersfor

newfurnitureandabiggercarbeforethepro-

motionhadactuallybeenmade.

‘Don’tcountyourchickensbeforethey

arehatched,’warnedhiswife.Thiswasgood

advice,foritwasMrJoneswhowasmademan-

ager,andMrSmithfoundhimselfinfinancial

difficulties.

（１）Don’tcountyourchickens...eatthem.
（雛の数を数えるな、食べてしまえ。）

（２）Don’tcountyourchecksbeforetheyare
cashed.

（現金化する前に小切手を数えるな。）
Focus:chickens［t紗íkins］ ⇔ checks

［t紗éks］、 cashed［k縞紗t］ ⇔ hatched

［k縞t紗t］のしゃれ。
（３）Akingorderedtheheadsofseveralofhis

countschoppedoffbecausetheyrefused

torevealwheretheyhadburiedtheir

treasures.Astheaxesbeganfalling,one

countdecidedtochangehismind,butit

wastoolate.
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Moral:Don’thatchyourcountsbefore

theychicken.

（ある王が数人の伯爵を絞首刑にするこ
とを命じたのは彼らが財宝をどこに埋め
たのかを明かすのを拒否したからだっ
た。斧が振り下ろされ始めたとき、ひと
りの伯爵が決心を変えようと決めたが、
遅すぎた。
教訓：伯爵がおじけづく前に斧で打つ
な。
Focus:count「数える」⇔「伯爵」、chicken

「ひな鳥」⇔「臆病者；おじけづく」の
しゃれ。

［９］Theearlybirdcatchestheworm.
（早起きの鳥は虫を捕らえる）

「早起きは三文の徳」に当たることわざ。
当然早起きを奨励することわざであるが、パ
ロディーの世界ではほとんどが早起きは身の
ためにならないというものである。
（１）“Whatisthebestadvicetogivetoa

worm?”

“Sleeplate!”

（「虫に与えるべき最良の助言はなにか」
「遅くまで寝ていろ」
Focus:そうすれば鳥に食べられずにす
むということ

（２）Theearlybirdcatchestheworm,andthe
earlyfishcatchesthehook.

（早起きの鳥は虫を捕らえる、そして早
起きの魚は釣り針に引っかかる。）
Focus:魚も早く起きると早朝の釣り人
に釣られてしまうということ

（３）Awisedwormturnsinbeforetheearly
birdturnsout.

（賢い虫は早起き鳥が出てくる前に寝
る。）

（４）Theearlybirdgetstheworm,butthe
earlywormgetseaten.

（早起きの鳥は虫を手に入れるが、早起

きの虫は食べられてしまう。）
（５）“Whydidthewormoversleep?”

“Becausehedidn’twanttobecaughtby

theearlybird.”

（「なぜその虫は寝坊したんだい」「早起
き鳥に捕まりたくなかったからさ」

（６）“Come,come,come,”saidonewhowas
wideawaketoonewhowasfastasleep.

“Getup,getup;don’tyouknowit’sthe

earlybirdthatcatchestheworm?”

“Servetheworm right,”saidthegrum-

blingsleeper,“wormshouldn’tgetupbe-

forethebirdsdo.”

（「さあ、さあ、さあ」とすっかり目を覚
ましている男がぐっすり眠っている男に
言った。「起きろ、起きろ。虫を捕まえ
るのは早起き鳥だと知らないのか」「虫
なんかざまあ見ろだ」と文句を言いなが
ら眠っている男が言った。「虫は鳥が起
きる前に起きてはいけないんだ」）

（７）Whydosomefishermenusehelicopters
togettheirbait?

Becausethewhirlybirdgetstheworm.

（「餌を取るためにヘリコプターを使う漁
師がいるのはなぜか」「旋回する鳥は虫
を捕まえるから」
Focus:whirly［hw耳r:li］⇔ early［自:rli］
のしゃれ

（８）Theearlybroadgetstheworm.
（早起きの女は虫を捕らえる。）
Focus:broad［br質:d］⇔ bird［b耳:rd］の
苦しいしゃれ。
cf.broadには「（（米俗））（軽蔑して）女」
の、wormには「（虫けらのような）つま
らない人間」の意味がある。

（９）Happypeopleresistdiseasebetterthan
unhappypeople.Inotherwords,thesurly

birdcatchesthegerm.

（幸せな人々は不幸な人々より病気に強
い。言い換えれば、不機嫌な鳥はばい菌
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を捕まえるということ。）
Focus:surly［s耳:rli］⇔ early［耳:rli］、
germ［d蛇耳:rm］⇔worm［w耳:rm］のしゃ
れ

（１０）Anearlybird:Themanwhoisalwayson
timeandthereforewastesalotoftime

waitingforotherpeople.（EvanEsar）
（早起き鳥とは「いつも時間通りで、そ
れゆえ、他人を待って多くの時間を無駄
にする人」）

［１０］Abirdinthehandisworthtwointhe
bush.
（手の中の一羽は藪の中の二羽に値する）
Ridout&Witting（１９６７）には次の例示があ

る。
TheantiquedealersaidImightgetten

poundsforthevaseifItookituptoLondon,

buthehimselfwasn’tpreparedtogiveme

morethanfiverforit.Abirdinthehand,I

thought,andacceptedhisoffer.

（１）Abirthinthehandisworthtwointhe
bush.

（手の中の一つの誕生は藪の中の二つの
誕生に値する。）
Focus:birth［b耳:r煮］⇔ bird［b耳:rd］の
しゃれ

（２）Anaceinthehandisworthtwointhe
deck.

（手の中の１枚のエースはトランプ１組
の中の２枚に値する。）

（３）Afootonthebrakeisworthtwointhe
grave.

（ブレーキの上の片足は墓の中の両足に
値する。）
Focus:ブレーキをきちんと踏めば死な
ずにすむということ。

（４）Insalesmanship,afootinthedooris
worthtwoonthedesk.

（販売技術においては、ドアの中に入れ
た片足は机の上の両足に値する。）
Focus:ドアを開けさせれば勝ちという
セールスマンのモットー。
haveafootinthedoorには「（組織など
に）うまくもぐり込む；第一条件をクリ
アする」の意味がある。

（５）Acornontheearisworthtwoonthefoot.
（トウモロコシの実についている１粒は
足の２粒に値する。）
Focus:corn「トウモロコシ」⇔「うおの
め」のしゃれ。

（６）Ahairintheheadisworthtwointhe
brush.（OliverHerford）

（頭に残っている髪の毛１本はブラシに
付いた２本に値する。）
Focus:bush［bu紗］⇔ brush［br示紗］の
しゃれ

（７）Abookinthehandisworthtwointhe
library.

（手の中の１冊の本は図書館の２冊に値
する。）

（８）Abirdinthehandisbadtablemanners.
（手の中の１羽の鳥は悪いテーブルマ
ナーである。）
Focus:手掴みで食べてはいけないとい
うこと。

（９）Abirdinhandisworthtwointhebush,
butthat’snotthewaythebirdslookatit.

（手の中の一羽は藪の中の二羽に値する、
しかしそれは鳥の側の見方ではない。）

（１０）Abirdinhandisworthlesswhenyouwant
toblowyournose.

（手の中の鳥は鼻をかみたいときには何
の価値もない。）
Focus:手に鳥を持ったまま鼻をかもう
とすると鳥が邪魔になるということ。

（１１）Agirlinacarisworthfiveinthephone
book.

（車の中の一人の女の子は電話帳の中の
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５人に値する。）
（１２）Aflyinthesoupisbetterthannomeatat

all.

（スープの中の一匹のハエでも肉が全然
ないよりはまし。）
Focus:ハエでもたんぱく質には違いは
ないということ。

（１３）Almostanyhunter’swifeknowsthata
birdinthehandisworthabout$１５ a
pound.

（ほとんどどんな狩猟家の妻も手の中の
１羽の鳥が１ポンド１５ドルであることを
知っている。）
Focus:狩猟家は鳥を買って帰るという
こと。

（１４）Ecologistsbelievethatabirdinthebush
isworthtwointhehand.

（環境保護論者は藪の中の１羽の鳥は手
の中の２羽に値すると信じている。）

（１５）Aringonthefingerisworthtwoonthe
phone.

（指にはめた１つの指輪は電話の上の２
つに値する。）
Focus:ring「指輪」⇔「電話すること」
のしゃれ。

（１６）Maude:Theringofsinceritywasinhis
voicewhenhetoldmeofhislove.

May:Itshouldhavebeeninhishand.A

ringinthehandisworthtwointhevoice.

（「彼がわたしに愛を告げたとき声の中に
誠実な響きがあったわ」「それは手の中
にあるべきだったのよ。手の中の響きは
声の中の２つに値するのよ」
Focus:ring「（声などの）響き」⇔「指輪」
のしゃれ。

［１１］Oneswallowdoesnotmakeasummer.
（ツバメ一羽で夏にはならない）

「燕が一羽早々と飛来したからといってそ
れが夏の到来とは言えない。早合点は禁物。

物事には例外が付き物だから、一例をもっ
て全体を推し量ったり通則を立てたりしては
いけない」（戸田（２００３））の意味のことわざ。

（１）Oneswallowdoesn’tmakeasummer,and
onestrawberrydoesn’tmakeashortcake.

（ツバメ一羽で夏にはならないし、１個
のイチゴでショートケーキにはならな
い。）

（２）“Whatdidonetonsilsaytotheotherton-
sil?”

“Itmustbesummer:herecomesanother

swallow.”

（「片方の扁桃腺はもう一方の扁桃腺に何
と言ったか」「夏にちがいない。ツバメ
がもう一羽飛んで来た」
Focus:swallow「ツバメ」⇔「（ごくり
と）一飲みすること」のしゃれ。

（３）Oneswallowdoesnotmakeasummer,
buttoomanyswallowsmakeafall.

（ツバメ一羽で夏にはならないが、ツバ
メが多すぎると秋になる。）
Focus:swallow「ツバメ」⇔「（ごくりと）
一飲みすること」、fall「秋」⇔「転倒」
のしゃれ。飲みすぎると立っていられな
くなって倒れるということ。

（４）Oneswallowdoesn’tmakeasummer,but
itbreaksaNewYear’sresolution.

（ツバメが一羽来たからといって夏には
ならないが、新年の決意を台無しにす
る。）
Focus:swallow「ツバメ」⇔「（ごくり
と）一飲みすること」のしゃれ。一杯く
らいはいいだろうが「今年こそ」の新年
の禁酒の誓いを台無しにしてしまうとい
うこと。

終りに

今回は動物、鳥に関することわざのもじり
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が複数集まったものを取り上げた。動物、鳥
に関することわざは数多くあるが、もじりの
対象になるものは予想ほど多くないことが分
る。と言うより、状況だけを変えた形で、同
じ語（句）のしゃれに基づくもじりが非常に
多いことが分る。ことわざ本来の意味を逆転
させるもの、ことわざをわざと文字通りの意
味に解釈することに基づくものが多いことが
今回の例から分る。
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